
中長期経営戦略フレーム「VISION 2030」

お客さまや社会から必要とされる企業として進化し、ワコールグループが「MISSION」を達成するために、2030年に向けて
取り組むべき項目を整理したものが、中長期経営戦略フレーム「VISION 2030」です。「VISION 2030」では、「高い感性と
品質で、ひとりひとりのからだとこころに、美しさと豊かさを提供し、『世界のワコールグループ』として進化・成長する」こと
を、中長期的に目指す姿として掲げており、「経営戦略」「マテリアリティ（重要課題）」「役員・従業員の行動指針（アクション）」
という3つの要素で構成されています。

新中期経営計画（2023年3月期～2025年3月期）

新中期経営計画（2023年3月期～2025年3月期）は、「VISION 2030」の達成に向けた礎を築く重要な期間です。グローバ
ルベースでブランドを展開するものづくり企業として、多くの人々の豊かな生活に貢献するとともに、持続的な成長が可能な
高収益企業への転換を果たすための取り組みに注力します。
　

当社グループは、経営理念の実践に向けて、自社が抱える事業課題やお客さまの価値観、 
社会・環境の変化を見据えつつ、長期的なゴールからのバックキャスティングにより、2030年
に向けたグループの将来ビジョンを示す「VISION 2030」を策定しました。
　「VISION 2030」では、「高い感性と品質で、ひとりひとりのからだとこころに、美しさと豊か
さを提供し、『世界のワコールグループ』として進化・成長する」ことを中長期的に目指す姿と
して掲げ、「国内の収益性向上と事業領域拡大」「海外事業の拡大と高収益構造への変革」 
「グループ経営力の強化」「資本効率の高い経営への転換」に取り組むことで、持続的な成長
と企業価値の向上を実現します。

「美・快適・健康」の事業を中核領域として、
革新的な視点で新たな価値を生み出し、 
持続的な成長を目指す

  P.46～49

「社会やステークホルダーに対する重要度と
事業成長の重要度」「事業成長に対する重
要度と緊急度」から重要課題の抽出を行い、
外部有識者や役員との議論も重ねて、2030

年までの重要課題を抽出

  P.24～29
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マテリアリティ（重要課題）
役員・従業員の行動指針 

（アクション）

MISSION

ひとりひとりが   

自分らしく美しく いられるように
世の中が  自信と思いやりに  

あふれるように
からだに こころに
いちばん近いところで   

寄り添い続けます

VISION 
2030

変化対応力の強化に向けた役員と従業員
の行動指針。「現在の当社グループに足りて
いないこと」を自覚し、従業員一人ひとりの
日々の行動変革を促すため、根本的な行動
に焦点を当てた「行動指針（アクション）」を
設定

  P. 11

中長期経営戦略フレーム「 V I S I O N  2 0 3 0」、　　
新中期経営計画を策定

  P.50、P.51

新たなる価値創造へ

期待を創る
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